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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
さ
い

ま
す
。
昨
年
は
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
に
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
３
月
Ｈ
日
の
東
日
本
大
震
災
、

ま
た
、
和
歌
山
県

・
二
重
県
の
大
洪
水
と

い
ろ
い
ろ
な
天
変
地
異
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
こ
そ
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

朝
け
ま
ｔ
マ

お

り

で
ヒ

う

ざ
ざ

い
ま

桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
で
は
、

区
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
の
際
に
集
め
た
義

援
金
を
、
世
田
谷
区
を
通
じ
て
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
民
の
方
々
の

会
議
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
文

化
活
動
が
盛
ん
で
、
大
勢
の
人
々
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
利
用
者
の
皆

様
に
、
ご
満
足
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
今
年

も
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お

一

層
の
ご
指
導
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

会
長
　
　
荒
井
　
芳
夫

我
が
家
は
代
々
木
上
原

駅
近
く
に
あ
り
、
産
湯
を

つ
か
っ
た
部
屋
で
、

５６
歳

の
現
在
も
暮
ら
し
て
い
ま
す

植
物
好
き
の
祖
父
母
の
影
響
で
、
私
も
幼
い

頃
か
ら
草
木
や
昆
虫
に
親
し
み
ま
し
た
。
家
の

縁
側
は
兄
弟
の
格
好
の
遊
び
場
で
、
縁
の
下
に

は
ウ
ス
バ
カ
ゲ
ロ
ウ
の
幼
生
が
た
く
さ
ん
の
巣

を
作

っ
て
い
ま
し
た
。
私
と
弟
は
、
蟻
地
獄
と

呼
ば
れ
る
す
り
鉢
状
の
巣
で
よ
く
遊
び
ま
し
た

が
、
餌
食
に
な
る
蟻
に
と
っ
て
は
、
迷
惑
だ

っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

当
時
、
幼
い
私
の
心
に
深
く
焼
き
付
い
た
光

景
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
日
の
夜
、　
一
人
で
庭
に

出
る
と
、

２０
匹
ほ
ど
の
羽
化
し
た
ウ
ス
バ
カ
ゲ

ロ
ウ
が
山
吹
の
花
の
周
り
を
フ
ワ
フ
ワ
と
舞
う

て
い
た
の
で
す
。
橙
色
の
山
吹
の
花
と
停
げ
な

ウ
ス
バ
カ
ゲ
ロ
ウ
の
姿
が
重
な
り
街
灯
に
照
ら

さ
れ
て
い
る
光
景
に
、
私
は
、
暫
く
茫
然
と
見
惚

れ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
し
か
、
庭
の
蟻
地
獄
は
姿

を
消
し
ま
し
た
が
、
あ
の
時
の
光
景
が
忘
れ
ら

れ
ず
、
今
も
縁
の
下
を
覗
き
込
む
の
が
習
慣
に

な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
心
に
残
る
自
然
が
身

近
な
の
も
の
で
あ
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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出場15団体のうち、3団体が初出場。幼稚園生

から90歳までの出演者の日頃の練習成果が、

遺憾なく発揮でき、一日大盛況で盛り上がった。

特に大 トリの志布志連が場内観客を巻き込ん

での群舞は圧巻だった。

ピアノ三重奏、朗読にビアノ連弾、

八重山の音楽等が加わり、幅広い

音楽活動の盛んなことが示されま

した。

展示部門

体験コ

なスポー

カ球、ソ

ビー)

われ、

ていまし

jl

警
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「東日 災」への 果について

前日の雨は、まつり当日は情れて暖かくなりま

した。「村祭り」の全員含唱で2日間のセンタ
ーまつりが始まり、あわりに東日本大震災から

の復興を願つて「ふるさと」を含唱しました。

(日 )

区民センターまつりにおける

桜丘区民センターまつりにおいて、「東日本人震災」への義援金

募金が実施され、来場者からの募金他、模擬店及び協力団体からの

売上金の一部などが寄付されました。また、フリーマーケツトの出

店料についても運営協議会より寄付されました。

義援金総額¥73,451につきましては、世田谷区を通じて、被災地

の自治体|こお渡しする予定です。

募 金 金 額

模擬店コーナー
‐.                       . ‐_    .=:■
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■|  ‐・
1・・  ‐

◎il月 12日 (土)分

◎11月 13日 (日 )分

◎千歳船橋参商会
商店街振興組合

◎桜丘町会

◎喫茶ヒロ

◎東京土建組含けやき分会

◎フリーマーケツト出店料
(500× 35店 )

◎社交ダンス交流会

総 計

=25,578円

=9,873円

=3,000円

=1,500円

=5,000円

=10,000円

=17,500円

=1,000円

=73,451円
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子育て支援講座
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「子育てママの
リフレッシュ体操」

‐10月 12日 (水 )・ 19日 (水 )

今回は、アンケー トの声を取 り入れ、講師の先生と、

打ち合わせをして、親子で楽しめて、自宅でもできる

体操などを指導していただきました。

今回も見守りのお手伝いに地域の方や、小 。中学校

のPTAの 方が協力してくださいました。

参加した一人ひとりが、自

分の子育てを振 り返ったり、

少し先を知ったり、癒しの場

になり、笑顔いっぱいになり

ました。

これからも「子育てママ」

を中心に、多くの人たちが集

い、心身共にリフレッシュで

きる場を増やして欲しいと思

います。お母さんが元気で、

笑顔であることが一番 !

k… …―ギ ー犠 ―・螂 ―八 "― ン ー特 … 輻

竹とんぼ健康体操
10月 8日 (土 )

蝙  1:1,
「弦巻区ロセンター」

斜 驚i轟… … 巌:晏
綺 … 頌 ― ン …… 秒 … 5

「桜
丘
ま
ち
づ
く
リ

コ
ン
サ
ー
ト
」

・　
　
　
一　
・
　

　

＝
丹
２２
日
（火
）

桜
丘
ホ
ー
ル
に
て
、
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ

の
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

桜
丘
で
は
お
な
じ
み
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
。
モ
ル
さ
ん
と
、
折
か
ら
来
日
中
の
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
奏
者
２
名
が
、

演
奏
会
の
合
間
を
縫

っ
て
出
演

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

会
場
は
２
０
０
の
席
が
満
席

と
な
り
、
熱
心
に
名
手
た
ち
の

素
晴
ら
し
い
演
奏
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

―
来
館
者
の
安
全
を
第

一
に
―

「消
防
訓
練
」
　
　
　
　
　
　
　
＝
月
２８
日
（月
）

当
セ
ン
タ
ー
職
員
と
運
営
協
議
会
委
員
な
ど
４８
名
に
よ
り
、
実
践
的
な
消

防
訓
練
を
行

っ
た
。

消
防
設
備
の
操
作
を
学
ん
だ
後
、
「地
震
に
よ
る
出
火
」
を
想
定
し
、
館
内

放
送
に
よ
る
避
難
誘
導
、
１
１
９

番
通
報
、
消
火
器
や
屋
内
消
火
栓

に
よ
る
消
火
訓
練
、
応
急
救
護
訓

練
を
行

っ
た
。

最
後
に
、
起
震
車
に
よ
る
地
震

体
験
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
も
学
ん
だ
。
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弦
巻
と
い
う
世
田
谷
の
中
央
に
位
置
す

る
地
域
に
区
民
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

弦
巻
通
り

ｏ
蛇
崩
川
緑
道
（世
田
谷
百
景
）

に
面
し
て
お
り
、
ま
た
、
周
辺
を
住
宅
に

囲
ま
れ
た
、
と
て
も
閑
静
な
環
境
で
す
。

殆
ど
住
宅
化
さ
れ
た
周
辺
に
も
竹
林
が

多
く
残

っ
て
お
り
、
ご
厚
意
で
い
た
だ
け

る
孟
宗
竹
を
使

っ
て
、
毎
年
恒
例
の
七
夕

ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
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住所 弦巻 1-26-11

交通 世田谷線 世田谷駅 徒歩13分

バ  ス 向天神橋 徒歩 3分
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平成24年度
これからの

2日 4日 (土)年 前 :0臓～

籠丘区民センター籠胃室

竹とんぼを使って体を動かす竹とんぼ体操、

おかげさまで 5年 目を迎えました。

歩いて体を温める歩き方講座も。

◇いっしょに体を動かしましょう◇

1月 ～ 3月 蝙

●卓球のつとい

扮

■●
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●
●一一
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■
一
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一
一
一
一
〓
●
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3日 24日 (土)午 後

悔丘区晨センター億育室

恒例の大会です。初心者も楽 しめます。

昨年は、上位の方に トロフィと賞状が授

与されました。試合後の豚汁も好評でした。

今年の企画もお楽 しみに♪

(昨年の様子)

3日 !0日 (土)午 後 :臓30分一

閥丘ホーん

アルプスに響くスイスヨーデルの歌い

手、伊藤啓子さんをお招きしております。

♪美しいヨーデルをお楽しみ下さいn

tiな
(昨年の様子 )

地域でも人との繋が り、絆が求められてい

ます。
「あ♪ライブ」は集まった人の声や音で、繋が

りをもちましょうという催 しです。

nみなさま ぜひいらしてください♪

(昨年の様子 )

_醸い´´

辣

3日 ,7日 (土 )

組丘区民センター億育室

一
〓
一
一
一
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一
■

一
■
●
■
●
●
■
●
一
●
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■
一
Ｔ
■

，
一

ま
た
、
建
築
様
式
が
有
名
な
駒
沢
給
水

塔
を
飾

っ
た
、
か
つ
て
の
装
飾
球
の

一
つ

が
、
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
域
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
と
と
も

に
、
肢
体
不
自
由
者
等
を
対
象
と
し
た
パ

ソ
コ
ン
教
室

へ
の
優
先
貸

出
し
、
男
の

料
理
教
室
、

児
童
館
と
共

催
で
行
う
地

域
と
子
ど
も

の
交
流
事
業

（卓
球
大
会
、

お
茶
会
、
そ

ば
打
ち
な
ど
）

等
々
、

３２
年
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
様
々
な

事
業
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

近
く
に
は
庭
園
が
素
晴
ら
し
い
仏
閣
、

古
式
ゆ
か
し
い
弦
巻
神
社
な
ど
、
四
季
折

々
の
散
歩
に
適
し
た
名
所
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
区
民
セ
ン
タ
ー
は
格
好
の
お
休
み
処

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

鶴》

鰈 鰊
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区民センターを利用しながら社会貢献や地域との交流を深めている団体の紹介をします。毎回 3団体ずつ、活動内

一
一
一フ

ラ
ダ

ン
ス
ス
タ
ジ
オ

■
ア
イ

・
フ
ラ

・オ

・
レ
イ
ア

ロ

ハ
』

区
内
に
１
９
８

８
年
に
設
立
し
た

レ
イ
ア
ロ
ハ
和
多

田
が
主
催
す
る
フ

ラ
ダ

ン
ス
の
ス
タ

ジ
オ
で
す
。

小
さ
な
お
子
様

か
ら
、

「ゆ

っ
く

り

ｏ
ゆ

っ
た
リ
フ

ラ
」
ま
で
多
く
の

生
徒
さ
ん
が
、
自

分
に
合

っ
た
ク
ラ
ス
で
楽
し
ん
で
レ
ツ
ス
ン
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
沢
ま
つ
り
な
ど
区
内
の
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
お
り
、
健
康
維
持
の
方

や
ハ
ワ
イ
が
好
き
な
方
、
本
格
的
に
学
び
た
い

方
な
ど
、
優
雅
で
華
麗
な
フ
ラ
が
あ
な
た
の
暮

ら
し
に
潤
い
を
与
え
る
で
し
よ
う
。

随
時
、
無
料
体
験
レ
ツ
ス
ン
も
あ
る
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一一「
し
ゃ
く
な
げ
会
』

私
達
は
洋
裁
を
楽
し
む
会
で
す
。
年
齢
も
様
々

で
、
毎
週
水
曜
日
の
午
前
１０
時
半
か
ら
４
時
半

頃
ま
で
、
主
に
和
室
を
お
借
り
し
て
や
っ
て
お

り
ま
す
。

手
持
ち
の
布
を
持

っ
て
き
て
、
デ
ザ
イ
ン
を

決
め
、
製
図
を
し
、
裁
断
、
縫
製
と
進
ん
で
行

き
ま
す
。

中
に
は
昔
着
て
い
た
服
を
ほ
ど
い
て
、
今
風

の
服
に
リ
メ
イ
ク
す
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、

お
母
様
が
残
さ
れ
た
和
服
を
洋
服
に
作
り
か
え

て
、
タ
ン
ス
の
コ
ヤ
シ
に
光
を
与
え
て
自
分
の

服
に
す
る
人
も
い
ま
す
。

こ
の
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「自
分
の
作
り
た

い
服
を
自
由
に
作
る
」
と
言
う
も
の
で
、
強
制

的
に
、
今
回
は
ス
カ
ー
ト
、
今
回
は
パ
ン
ツ
と

決
ま
っ
た
課
題
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
極
端
な

こ
と
を
言
え
ば
、
全
く
洋
裁
を
し
た
こ
と
が
無

い
人
で
も
、
こ
う
い
う
服
を
作
り
た
い
と
言
え

ば
、
必
ず
完
成
す
る
ま
で
指
導
を
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
家
庭
の
主
婦
で
す
の
で
、
自
分
の
ベ
ー

ス
で
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
手

を
動
か
す
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い

ま
す
。
ボ
ケ
防
止
に
手
を
使
う
の
は
と
て
も
よ

い
と
実
感
し
ま
す
よ
。

一義
桜
丘
童
謡
唱
歌
の
会
』

懐
か
し
い
抒

情
歌
、
思
い
出

の
歌
、
世
界
の

名
曲
な
ど
、
広

く
愛
唱
さ
れ
て

い
る
歌
の
数
々

を
大
き
な
声
を

出
し
て
、

の
び

の
び
歌
い
ま
す
。

こ
の
会
は
集

会
室
ホ
ー
ル
が

建
つ
時
に
関
わ

っ
た
地
元
の
方
々
が
、
完
成
と

共
に
活
動
を
始
め
、
車
イ
ス
の
方
で
も
、
歌
え

な
い
方
で
も
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
会
と
し
て
、
活
動
し
続
け
て
、

会
員
数
１
０
０
名
で
す
。
毎
週
木
曜
１０
時
よ
り
。

歌
体
操
や
発
声
練
習
も
あ
り
、
出
入
り
も
自
由

で
、
篠
田
先
生
の
優
し
い
指
導
で

「い
き
い
き

気
持
ち
元
気
」
に
、
楽
し
い
会
で
す
。

燒鼈鰈蒻

昨
年
の
震
災
は
、
大
き
な
困
難
や
悲

し
み
と
同
時
に
、
様
々
な
新
し
い
絆
を

私
た
ち
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
家
族
や

地
域
を
は
じ
め
と
し
た
身
近
な
人
と
の

つ
な
が
り
を
、
よ
り
深
め
ら
れ
た
方
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

本
年
も
桜
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
、
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い

が
う
ま
れ
ま
す
よ
う
に
。

編
集
ス
タ
ッ
フ

一
同

(6)

饉
０
議
蟻
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